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アルギナーゼは尿窮サイクルの応終ステップで
アルギニンからオルニチンと尿累への代謝を触媒
する酵素であり､その欠tflはヒトではアルギニン
血症として､前アンモニア血症､柘アルギニン血
症､特有な四肢の疫性麻将などの臨床症状を呈す
る柿な迫伝性代謝穴謂症として知られている｡
アルギニン血症の診断は通常､赤血球中のアJt/ギ
ナーゼ活性の測定によって行われているが､尿素
サイクルを持たない亦血球巾のアルギナーゼの存
在意義について殆ど知られていない｡
霊長芙削乙は､赤血球巾アルギナーゼ活性が存在
しないにもかかわらず､ヒトと同様な症状を全く
呈きない種がいることが知られている｡そこで我
我は赤血球中アルギナーゼ活性の存在しない詔長
類について血祭アミノ酸､そしてアルギニンをそ
の代表とする各種グアニジノ化合物を測定し､さ
らに実験殺後の肝臓､腎臓からDNAを抽出し､
ヒトおよびラット肝アルギナーゼcDNAを用いて
遺伝子解析をおこない､ヒトのアルギニン血症の
遺伝的異質性についての検討､そして病態解明を
目的としてこの実験を始めた｡
昭和62年度､試料捉t料こより採血した日本ザル
12頭 (高浜 )の赤血球申アルギナーゼ活性は全て
認められなかった｡しかし､血狭アミノ酸､並び
に各班グアニジノ化合物約度には正門対照と比較
して特別な芸､災符は認められなかった｡
現在､実験殺後に狩られた肝臓および腎臓につ
いて､DNAを抽出し､迫伝子解析をおこなう準
僻を進めている｡
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